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平成17年 5月 6日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 第1672号

二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

告
　
示

◯
結
核
予
防
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
指
定
の
辞
退
（
四
六
九
・
大
仙
保
健
所
）
…
…
…
…
…
１

◯
道
路
区
域
の
変
更
（
四
七
〇
〜
四
七
三
・
道
路
環
境
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
道
路
の
供
用
開
始
（
四
七
四
・
道
路
環
境
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

公
　
告

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
県
営
土
地
改
良
事
業
工
事
の
完
了
（
北
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３

◯
土
地
改
良
区
の
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
（
山
本
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
３

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

◯
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
平
鹿
地
域
振
興
局
農
林
部
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
４

人
事
委
員
会
規
則

◯
人
事
委
員
会
規
則
二
―
一
（
人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
…
…
…
４

◯
人
事
委
員
会
規
則
二
―
四
（
人
事
委
員
会
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
）
の
一
部
を
改

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

正
す
る
規
則
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５

人
事
委
員
会
訓
令

◯
人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
二
・
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務

課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

秋
田
県
告
示
第
四
百
六
十
九
号

結
核
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
九
十
六
号
）
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

指
定
医
療
機
関
か
ら
指
定
の
辞
退
が
あ
っ
た
の
で
、
結
核
予
防
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第

百
四
十
二
号
）
第
二
条
の
五
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す

る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
告
示
第
四
百
七
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

１

告
　
　
　
　
　
　
示

ペ
ー
ジ

名
　
　
　
称

鬼
川
医
院

所
　
　
　
在
　
　
　
地

仙
北
郡
角
館
町
田
町
下
丁
十
七
番
地

辞

退

年

月

日

平
成
十
七
年
四
月
三
十
日

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
　
線
　
　
名

二
百
八
十
二
号

二
百
八
十
二
号

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
一
・
五
〇
〜
一
九
・
〇
〇

一
一
・
五
〇
〜
二
八
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
二
四
五

〇
・
二
四
五

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

鹿
角
郡
小
坂
町
小
坂
字
余
路
米
下
九
番
二
地
先
か
ら
字
小
又
二
〇
番
地
先
ま
で

〃
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

（二）

期
間
　
平
成
十
七
年
五
月
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号

二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

（二）

期
間
　
平
成
十
七
年
五
月
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
四
百
七
十
二
号

（二）

期
間
　
平
成
十
七
年
五
月
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
四
百
七
十
一
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

り
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

２

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

田
沢
湖
畔
線

田
沢
湖
畔
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
三
・
〇
〇
〜
二
七
・
〇
〇

一
三
・
〇
〇
〜
二
一
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
五
〇

〇
・
〇
五
〇

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

仙
北
郡
西
木
村
西
明
寺
字
川
前
八
番
地
先
内

〃

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

県

道

路
　
　
線
　
　
名

二
ツ
井
森
吉
線

二
ツ
井
森
吉
線

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

一
二
・
〇
〇
〜
一
五
・
〇
〇

一
二
・
〇
〇
〜
一
八
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
〇
二
〇

〇
・
四
一
三

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

北
秋
田
市
米
内
沢
字
中
島
三
六
番
一
地
先
内

北
秋
田
市
米
内
沢
字
中
島
三
六
番
一
地
先
か
ら
字
薬
師
下
六
三
番
一
地
先
ま
で
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二
　
道
路
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

（二）

期
間
　
平
成
十
七
年
五
月
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

秋
田
県
告
示
第
四
百
七
十
四
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お

り
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
供
用
開
始
の
区
間

二
　
供
用
開
始
の
期
日
　
平
成
十
七
年
五
月
六
日

三
　
供
用
開
始
の
区
間
を
表
示
し
た
図
面
を
縦
覧
す
る
場
所
及
び
期
間

（一）

場
所
　
建
設
交
通
部
道
路
環
境
課

（二）

期
間
　
平
成
十
七
年
五
月
六
日
か
ら
同
月
十
九
日
ま
で

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
館

市
麓
西
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
四
月
七
日
認
可
し
た

の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

次
の
県
営
土
地
改
良
事
業
に
つ
き
、
そ
の
工
事
を
次
の
と
お
り
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
両
堤
地
区
た
め
池
等
整
備
事
業
（
小
規
模
た
め
池
等
整
備
（
一
般
型
）
）
）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
六
年
九
月
九
日

二
　
県
営
土
地
改
良
事
業
（
中
羽
立
地
区
水
田
農
業
経
営
確
立
排
水
対
策
特
別
事
業
）

完
了
年
月
日
　
平
成
十
七
年
三
月
十
八
日

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
土
地
改
良
区
か
ら
次
の
と
お
り
役
員
の
退
任
及
び
就
任
の
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
十
七
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
下
田
平
土
地
改
良
区

（一）

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
二
ツ
井
町
麻
生
字
下
田
平
四
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
堅
之
助

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
三
十
七
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
田
　
憲
　
一

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
忠
一
郎

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
十
一
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
弘
　
美

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
二
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
田
　
春
　
雄

（二）

就
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
二
ツ
井
町
麻
生
字
下
田
平
四
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
堅
之
助

公
　
　
　
　
　
　
告

３

一
　
道
路
の
区
域

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
　
線
　
　
名

二
百
八
十
五
号

二
百
八
十
五
号

旧
新
別

旧新

敷
地
の
幅
員
（
メ
ー
ト
ル
）

三
四
・
〇
〇
〜
五
四
・
〇
〇

二
二
・
〇
〇
〜
四
一
・
〇
〇

延
長
（
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）

〇
・
一
九
二

〇
・
一
九
二

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

南
秋
田
郡
五
城
目
町
内
川
黒
土
字
下
川
原
三
三
番
三
地
先
か
ら
三
七
番
五
地
先

ま
で

〃

道
路
の
種
類

一

般

国

道

路
　
線
　
名

二
百
八
十
二
号

区
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

鹿
角
郡
小
坂
町
小
坂
字
余
路
米
下
九
番
二
地
先
か

ら
字
小
又
二
〇
番
地
先
ま
で
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山
本
郡
二
ツ
井
町
麻
生
字
下
田
平
十
七
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
忠
一
郎

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
十
一
番
地
の
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
弘
　
美

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
二
十
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
田
　
春
　
雄

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
　
　
　
七
十
三
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
　
　
実

（三）

退
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
二
ツ
井
町
麻
生
字
綱
前
五
十
三
番
地
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
田
　
練
太
郎

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
下
田
平
二
十
番
地
の
五
　
　
　
　
　
　
　
　
　
工
　
藤
　
正
　
弘

（四）

就
任
監
事
の
住
所
及
び
氏
名

山
本
郡
二
ツ
井
町
麻
生
字
綱
前
五
十
三
番
地
の
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
田
　
練
太
郎

〃
　
　
〃
　
　
　
〃
　
　
下
田
平
三
十
九
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
簾
　
内
　
裕
　
樹

二
　
能
代
市
榊
土
地
改
良
区

退
任
理
事
の
住
所
及
び
氏
名

能
代
市
彩
霞
長
根
五
番
地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
田
　
藤
　
夫

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

一
　
秋
田
市
孫
左
衛
門
堰
土
地
改
良
区

認
可
年
月
日
　
平
成
十
七
年
四
月
二
十
六
日

二
　
雄
和
土
地
改
良
区

認
可
年
月
日
　
平
成
十
七
年
四
月
二
十
六
日

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
森

土
地
改
良
区
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
四
月
二
十
六
日
認
可
し
た
の

で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
告
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

人
事
委
員
会
規
則
二
―
一
（
人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
二
―
一
（
人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

規
則
二
―
一
（
人
事
委
員
会
事
務
局
の
組
織
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
見
出
し
を
「
（
趣
旨
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「

、
規
定
す
る
こ
と
を
目
的
」
を
「
必

要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

事
務
局
に
、
職
員
課
を
置
く
。

第
二
条
第
二
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
課
」
を
「
職
員
課
」
に
改
め
る
。

第
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
事
務
局
の
事
務
）

第
三
条

事
務
局
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
公
印
の
管
守
に
関
す
る
こ
と
。

二
　
行
政
文
書
の
収
受
、
発
送
、
保
存
及
び
廃
棄
に
関
す
る
こ
と
。

三
　
行
政
文
書
の
公
開
に
関
す
る
こ
と
。

四
　
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

五
　
事
務
局
の
職
員
の
人
事
、
分
限
、
懲
戒
、
服
務
、
給
与
、
厚
生
福
利
及
び
研
修
に
関
す
る
こ

と
。

六
　
予
算
、
決
算
及
び
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

七
　
財
産
及
び
物
品
の
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
こ
と
。

八
　
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

九
　
人
事
委
員
会
の
会
議
に
関
す
る
こ
と
。

十
　
人
事
行
政
に
関
す
る
調
査
、
人
事
記
録
の
管
理
及
び
人
事
に
関
す
る
統
計
報
告
の
作
成
に
関

す
る
こ
と
。

十
一
　
勤
務
条
件
、
研
修
及
び
勤
務
成
績
の
評
定
、
厚
生
福
利
制
度
そ
の
他
職
員
に
関
す
る
制
度

の
研
究
並
び
に
議
会
等
に
対
す
る
成
果
の
提
出
に
関
す
る
こ
と
。

十
二
　
人
事
機
関
及
び
職
員
に
関
す
る
条
例
の
制
定
又
は
改
廃
に
つ
い
て
の
議
会
及
び
知
事
に
対

す
る
意
見
の
申
出
に
関
す
る
こ
と
。

十
三
　
人
事
行
政
の
運
営
に
つ
い
て
の
任
命
権
者
に
対
す
る
勧
告
に
関
す
る
こ
と
。

十
四
　
勤
務
条
件
に
関
し
講
ず
べ
き
措
置
に
つ
い
て
の
議
会
及
び
知
事
に
対
す
る
勧
告
に
関
す
る

こ
と
。

十
五
　
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
係
る
報
告
に
関
す
る
こ
と
。

十
六
　
規
則
そ
の
他
の
規
程
の
立
案
及
び
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

十
七
　
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要
求
の
審
査
等
に
関
す
る
こ
と
。

十
八
　
職
員
に
対
す
る
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
の
不
服
申
立
て
の
裁
決
等
に
関
す
る
こ
と
。

十
九
　
職
員
か
ら
の
苦
情
相
談
に
関
す
る
こ
と
。

４

人

事

委

員

会

規

則
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二
十
　
管
理
職
員
等
の
範
囲
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
一
　
職
員
団
体
の
登
録
及
び
法
人
の
登
録
等
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
二
　
委
託
を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
の
公
平
委
員
会
の
事
務
の
処
理
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
三
　
職
員
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
労
働
基
準
監
督
機
関
の
職
権
の
行
使
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
四
　
公
立
学
校
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
審

査
の
請
求
の
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
五
　
職
員
の
競
争
試
験
、
選
考
そ
の
他
職
員
の
任
用
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
六
　
採
用
候
補
者
名
簿
の
作
成
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
七
　
研
修
及
び
勤
務
成
績
の
評
定
に
つ
い
て
の
任
命
権
者
に
対
す
る
勧
告
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
八
　
職
階
制
に
関
す
る
計
画
の
立
案
及
び
実
施
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
九
　
職
員
の
給
料
表
の
適
否
に
つ
い
て
の
議
会
及
び
知
事
に
対
す
る
報
告
及
び
勧
告
に
関
す

る
こ
と
。

三
十
　
給
与
の
支
払
の
監
理
に
関
す
る
こ
と
。

三
十
一
　
教
育
委
員
会
規
則
の
制
定
等
に
つ
い
て
の
協
議
に
関
す
る
こ
と
。

三
十
二
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
人
事
委
員
会
の
事
務
に
関
す
る
こ
と
。

第
四
条
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
課
に
課
長
、
主
幹
、
副
主
幹
、
主
査
」
を
「
課
に
、
課
長
、
主
任
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
必
要
に
応
じ
て
事
務
局
に
次
長
を
、
課
に
」
を
「
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

特
定
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
職
と
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
、
課
に
、
」
に
、
「
又
は
主
任
」
を
「

、

主
幹
、
副
主
幹
又
は
主
査
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
上
司
」
を
「
事
務

局
長
」
に
、
「
課
の
」
を
「

、
課
の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中

「
重
要
な
事
項
」
を
「
人
事
行
政
に
関
す
る
重
要
事
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同

条
中
第
七
項
を
第
六
項
と
し
、
第
八
項
を
第
七
項
と
し
、
同
条
第
九
項
中
「
相
当
の
知
識
又
は
経
験

を
必
要
と
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
」
を
「

、
事
務
又
は
技
術
を
分
掌
す
る
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
事
務
」
を
「

、
事
務
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と

し
、
同
条
第
十
一
項
中
「
技
術
」
を
「

、
技
術
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
を

第
四
条
と
し
、
第
六
条
を
第
五
条
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
五
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

人
事
委
員
会
規
則
二
―
四
（
人
事
委
員
会
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
）
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
規
則
二
―
四
（
人
事
委
員
会
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
）
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
　
　

規
則
二
―
四
（
人
事
委
員
会
が
保
有
す
る
行
政
文
書
の
公
開
等
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

十
一
条
第
一
項
中
「
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務
課
」
を
「
人
事
委
員
会
事
務
局
職
員
課
」
に
改

め
る
。

「

様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
、

「
を

」

に
改
め
る
。

」

「

様
式
第
二
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
の
規
定
中

「
を

」

」

に
改
め
る
。

「

様
式
第
五
号
か
ら
様
式
第
八
号
ま
で
の
規
定
中

「
を

」

」

に
改
め
る
。

５

電
　
　
　
　
　
　
　
　
話

電
　
　
話
　
　
番
　
　
号

課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
班

電
話

職
員
課

電
話
番
号

班

課

電
話

課

電
話
番
号

班班

職
員
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
班

電
話
番
号職
員
課
　
　
　
　
　
　
　
　
　
班

電
話
番
号
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「

「

様
式
第
九
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

「

に
、

」

「
を

」

に
改
め
る
。

」
「

「

様
式
第
十
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

に
改
め
、
同
様
式
（
別
紙
）
中

」

「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

「

「

様
式
第
十
一
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

に
改
め
る
。

」

「

「

様
式
第
十
二
号
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

」

に
改
め
る
。

」

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
七
年
五
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号

人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
七
年
五
月
六
日

秋
田
県
人
事
委
員
会
委
員
長
　
加
賀
谷
　
　
　
殷
　

人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

人
事
委
員
会
事
務
局
処
務
規
程
（
昭
和
三
十
五
年
秋
田
県
人
事
委
員
会
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「
第
一
章
　
総
則
」
を
削
る
。

第
一
条
の
見
出
し
を
「
（
趣
旨
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
、
必
要
」
を
「
必
要
」
に
、
「
規
定
す

る
こ
と
を
目
的
」
を
「
定
め
る
も
の
」
に
改
め
る
。

第
二
条
及
び
「
第
二
章
　
事
務
の
専
決
及
び
代
決
」
を
削
る
。

第
三
条
第
一
項
第
八
号
か
ら
第
十
二
号
ま
で
の
規
定
中
「
次
長
及
び
」
を
削
り
、
同
項
第
十
三
号

中
「
次
長
」
を
「
課
長
」
に
改
め
、
「
部
分
休
業
」
の
下
に
「
並
び
に
修
学
部
分
休
業
」
を
加
え
、

同
条
第
三
項
中
「
処
理
し
た
事
項
」
を
「
専
決
し
た
事
務
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

第
三
条
の
二
第
一
項
中
「
専
決
処
理
す
る
」
を
「
専
決
す
る
」
に
改
め
、
同
項
中
第
五
号
を
第
七

号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

五
　
事
務
局
職
員
の
扶
養
親
族
の
認
定
並
び
に
住
居
手
当
、
通
勤
手
当
及
び
単
身
赴
任
手
当
の
支

給
の
確
認
、
決
定
等
に
関
す
る
こ
と
。

六
　
事
務
局
職
員
の
う
ち
上
席
主
幹
及
び
主
幹
の
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
の
支
給
の
対
象
と
な

る
勤
務
の
確
認
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
の
二
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
専
決
処
理
す
る
」
を
「
専
決
す
る
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
事
務
局
長
」
の
下
に
「
の
専
決
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
事
務
局
長
」
を
加

え
、
「
次
長
が
、
そ
の
事
務
を
」
を
「

、
課
長
が
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
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中
「
課
長
が
不
在
」
を
「
課
長
の
専
決
す
る
事
務
に
つ
い
て
、
課
長
が
不
在
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
事
項
」
を
「
事
務
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
五
項
を
同
条
第
四
項
と
す
る
。

「
第
三
章
　
公
印
の
取
扱
い
及
び
文
書
の
管
理
」
、
第
七
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
及
び
「
第
四

章
　
人
事
事
務
及
び
服
務
等
」
を
削
り
、
第
二
十
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
二
十
条
の
二
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

事
務
局
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関
し
て
は
、
知
事
の
事
務
部
局
の
職
員
の
例
に
よ
る
。

第
二
十
条
の
二
を
第
八
条
と
す
る
。

「
第
五
章
　
補
則
」
を
削
り
、
第
二
十
一
条
を
第
九
条
と
す
る
。

附
則
第
三
項
を
削
る
。

別
表
秋
田
県
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務
課
長
印
の
項
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
七
年
五
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。

７
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